















Insect Fauna around Higashiyama in Nagoya









































































































































1 ex　20110506　千種区東山公園；1 ex　20130427　千種区平和公園；1 ex　
20170425　千種区東山公園（写真7―2A）





























































































































標本：1 ex　19930516　昭和区八事本町興正寺；1 ex　19940417　昭和区南山町；1 ex　
20060520　昭和区八事本町興正寺
　体長（翅端まで）4～5 mm。「黒
くろ
平
ひらた
」で，黒色で腹面が扁平なことから来ている。ナラ，
クリ，クヌギ，バラなどの葉上に見られる12，13）。ナシ，リンゴなどを加害することもあ
る15）。分布：本州・四国・九州，朝鮮半島，シベリア，台湾，中国
12　ハゴロモ科Family Ricaniidae
　「羽衣」で，優美な名称であるが，農業害虫とされるものも多い。
12―1　アミガサハゴロモPochazia albomaculata＊
観察・写真撮影：1 ex　20040704　昭和区八事本町興正寺（写真12―1A）；1 ex　
20060819　千種区東山公園（写真12―1B）
標本：1 ex　19890806　昭和区南山町；1 ex　199009　昭和区滝川町
　体長（翅端まで）12～13 mm。カシ類の葉上で見られる4）。『愛知県の昆虫（下）』には
名古屋市からの記録はないが，東山周辺では普通に見られる。原種は東南アジアに生息す
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る。分布：本州・四国・九州
12―2　ベッコウハゴロモOrosanga japonicus
観察・写真撮影：3 ex　20070722　昭和区八事本町興正寺（写真12―2）
標本：1 ex　198608　昭和区滝川町；1 ex　199009　昭和区滝川町
　体長（翅端まで）11～12 mm。ウツギなどの雑木に多いが，柑橘類，クワ4），ナシ，リ
ンゴ12），マメ科（クズなど）13），チャ15）につく。分布：本州・四国・九州，台湾
13　アオバハゴロモ科Family Flatidae
　「青羽の羽衣」であるが，やはり農業害虫とされるものが多い。
13―1　トビイロハゴロモMimophantia maritima
標本：1 ex　19960923　緑区大高緑地公園（写真13―1）
　体長（翅端まで）6 mm。「鳶色」の意であるが，本個体は淡褐色である。前翅の後縁角
は突出する。ススキなどイネ科植物につく13）。分布：本州・四国・九州，台湾
13―2　アオバハゴロモGeisha distinctissima
観察・写真撮影：1 ex　20160909　昭和区滝川町（写真13―2A）；多数　20170805　千種
区東山公園（写真13―2B）
　体長（翅端まで）9～11 mm。属名のGeishaは「芸者」に因む。数匹以上が一列に並ん
で枝や茎にとまっていることが多い。柑橘類，クリ，クワ，イチジク，サクラ，バラ，マ
サキ，ウメ，チャなどを加害することがある4，12，13）。分布：本州・四国・九州，台湾，中
国
14　ヒシウンカ科Family Cixiidae
　ウンカは，「浮塵子」と書き，農業害虫として悪名高いものが多い。ヒシウンカの名称は，
背部から見ると菱形をしているものが多いことに由来する。なお，「雲
うん
霞
か
のごとき大群」
の「うんか」は，雲と霞のことであり，昆虫のウンカではない。
14―1　イボタヒシウンカKuvera ligustri＊
標本：1 ex　19700805　瑞穂区（写真14―1）
　体長（翅端まで）7 mm。イボタノキに寄生する4）。『愛知県の昆虫（下）』には名古屋市
からの記録はない。分布：日本
15　グンバイウンカ科Family Tropiduchidae
　比較的幅広・扁平で，軍配を思わせることから来ている。
15―1　タテスジグンバイウンカCatullia vittata＊
観察・写真撮影：1 ex　20160828　千種区平和公園（写真15―1）
　体長（翅端まで）（8～9.5 mm）。秋にススキ葉上に見られる4）。『愛知県の昆虫（下）』
には名古屋市からの記録はない。分布：本州・四国・九州
まとめ
　名古屋市内で観察・採集した異翅亜目のヒラタカメムシ科3（2）種，マダラナガカメ
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ムシ科1（0）種，ツチカメムシ科4（1）種，カメムシ科1（1）種，ツノカメムシ科1（1）
種，グンバイムシ科1（1）種，カスミカメムシ科9（9）種，同翅亜目のアワフキムシ科2
（1）種，トゲアワフキムシ科1（1）種，コガシラアワフキムシ科1（0）種，ヨコバイ科5
（1）種，ハゴロモ科2（1）種，アオバハゴロモ科2（0）種，ヒシウンカ科1（1）種，グ
ンバイウンカ科1（1）種を報告した。このうち，括弧内は『愛知県の昆虫（下）』に名古
屋市からの記録がない種数である。
　アワダチソウグンバイが千種区の平和公園で採集されたことは，この北アメリカからの
外来種が，既に名古屋市内に広く入り込んでいる可能性を示しており，今後の動向に注意
する必要がある。これらの個体はスウィーピングによって得られたもので，寄主植物は確
認していないが，同公園内に広く生息するセイタカアワダチソウやブタクサなどに寄生し
ているものと思われる。
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